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令和４年度 事業計画 

 

１．内外の女子体育に関する研究及び研究大会の開催 

１）関連研究プロジェクト                          （八木会長） 

○研究タイトル「JAPEW 70周年プロジェクト （仮）」 

○申請者：（公社）日本女子体育連盟理事会 

○研究背景：2024年にJAPEWは発足70周年を迎える。特に近年は、ダンスについての新しい見方、

オンラインと対面を活用してのダンス指導の工夫や事例を収集してきた。本プロジェクトではこ

れまでの成果を基盤にして、社会状況の変化に対応し、学校体育では、その中で学びに向かう力

を高めるような、生涯スポーツにおいては活動継続に資するような考え方や方法をさらに研究し、

これらの活動成果を、条件や場面に応じて参考にできるように、また広くアクセスできるような

形式で発表することを目的とする。 

○研究計画：2022年-2024年の3年計画とする 

【１年目】① 情報の整理と分析 ②観点の抽出 ③研究の骨子の図式化 

【２年目】観点ごとの研究実践 

【３年目】70周年記念研究発表大会・同記念誌等（仮）として成果を公開する。 

 

２）加盟団体との共同研究                                              （八木会長） 

  （公社）日本女子体育連盟と加盟団体との共同研究を実施する。  

   (継続)  鹿児島県学校体育女子体育研究会 

   (新規) メール申請受付、締切は4月30日必着。  

 

３）全国女子体育研究大会           

                                         □実行委員会 

  第55回全国女子体育研究大会(鹿児島大会)                   

   期 日   2022年11月18日(金)・19日(土) 

   会 場   かごしま県民交流センター・各会場、 他  

   主 催   (公社)日本女子体育連盟、鹿児島県学校体育女子体育研究会  

   後 援（予定） スポーツ庁、鹿児島県教育委員会、鹿児島市教育委員会、他 

   テーマ   ｢夢交流・Danceの風をこの地から ～生き抜く力で輝く未来を！～｣ 

   内 容   分科会（18日） 

         全体会（19日） 

   参加者   全国の幼・保・小・中・高校・特別支援および大学、生涯スポーツ指導者 等 

   参加費   6,000円       
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２．女子体育に関する講習会及び育成事業 

１）サマーセミナー                   □生涯スポーツ研究／授業・保育研究専門委員会 

                      

 JAPEW SUMMER SEMINAR 2022 

 期 日  2022年8月27日(土)・28日(日) 

 会 場  国立オリンピック記念青少年総合センター                        

 テーマ  「今、ダンスにできること」 

 内 容  講演、講義、実技、実習、演習等 
       

 参加者   全国の幼・保・小・中・高校、特支および大学、生涯スポーツ指導者 等 

 定 員   生涯スポーツコース：160名  学校体育コース：90名 

 参加費  (2日間) 会員13,200円、一般15,400円、学生7,700円（税込）  
       ※会員＝正会員・特別会員および『女子体育』定期購読者 

 後 援(予定) スポーツ庁、東京都、(公財)日本スポーツ協会、(公財)スポーツ安全協会、 

(公財)ミズノスポーツ振興財団 （公財）日本学校体育研究連合会 

 日 程(予定)   

 

 
 

２）未来世代の研究発表会  

第66回未来世代の研究論文発表部門＆卒業ダンス作品発表部門   □研究交流専門委員会 

期 日  2023年2月11日（土・祝）（予定） 

会 場  未定（国立オリンピック記念青少年総合センター改修工事のため） 

内 容  ①卒業論文・修士論文・博士論文の発表 

      ＊口頭発表及びポスター発表、発表論文の中から優秀論文を『女子体育』に掲載 

       ②卒業ダンス作品発表 

参加費  研究およびダンス発表者 1,000円、ダンス参観者 500円（プログラム代） 

   ※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、オンラインへの変更も視野に入れる。 

2022ＳＳプログラム(案)

～12：00 13：00～ ～17：00 ～22：00

【セ１０１(２００人室)】 【ｽ１．２体】

8 生涯スポーツ 受

月 コース 付 講演 実技① 実技② 復習コーナー
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日 ～12：00 13：00～ ～15 :30

(土） 【ス４体】

学校体育 受

コース 付 演習

～12 :00 13：00～ ～17 :00

【セ１０１(２００人室）】

生涯スポーツ 受

8 コース 付 講義
月
28 ～12：00 13：00～ ～15 :00

日 【ｽ３体】

(日） 受

コース 付 実技②

【ｽ３体】

【ｽ１．２体】

【ｽ３体】

実技③
学校体育

実習　　　　　　　実技③　　　　　実技④

【ｽ１．２体】

実技①



 

 

- 3 - 

３）JAPEWダンスムーブメントセミナー              □指導員制度専門委員会 

第 16 回 JAPEW ダンスムーブメントセミナー2022 ㏌愛知 

    主 催 (公社)日本女子体育連盟 愛知県女子体育連盟                                     

期 日 2023年2月18日(土)・19日(日） 

会 場 名古屋市体育館 

 

４）｢JAPEWダンスムーブメント指導員（略称 JAPEW-DMIL）｣養成事業・資格認定事業 

      □指導員制度専門委員会 

①｢JAPEWダンスムーブメント指導員｣養成講習会 

＜Ａ級:第16回,Ｂ級:第21回,Ｃ級:第24回＞ 

期 日    2022年8月27日(土)・28日(日)・29日(月) 

会 場    国立オリンピック記念青少年総合センター 

主 管    (公社)日本女子体育連盟 指導員制度専門委員会 

内 容    理論、実技 計21時間  

※2日・3日はサマーセミナー生涯スポーツコース受講に代える 

※2021年度養成講習会2年間受講者対応も併せて実施 

受講料（税込）   16,500円 

②｢JAPEWダンスムーブメント指導員｣検定講習会 

期 日    2022年10月8日(土)・9日(日)・10日(月) 

会 場    国立オリンピック記念青少年総合センター 

主 管    (公社)日本女子体育連盟 指導員制度専門委員会 

内 容   理論、実技、指導実習 計19時間   ※検定試験 

受講料（税込）  Ａ級／27,500円、Ｂ級／27,500円、Ｃ級／16,500円 

受験料（税込）  11,000円 

③｢JAPEWダンスムーブメント指導員｣クリニック 

期 日    2022年8月29日(月) 

会 場   国立オリンピック記念青少年総合センター 

主 管    (公社)日本女子体育連盟 指導員制度専門委員会 

内 容    スキルアップのための実技研修 

受講料（税込）  5,500円 

④公認ライセンス資格認定 [Ａ級・Ｂ級・Ｃ級、及びＳ級（功労指導員）] 

１）Ａ級、Ｂ級、Ｃ級 各資格取得に係る諸費用  

費  目 Ｃ 級 Ｂ 級 Ａ 級 備 考 

受講料(養成講習会) 

      (検定講習会 

受験料 

指導員公認料 

連盟登録料 

15,000 

15,000 

10,000 

10,000 

12,000 

（同左） 

25,000 

（同左） 

20,000 

（同左） 

（同左） 

25,000 

（同左） 

30,000 

（同左） 

(税抜) 

(税抜) 

(税抜) 

(税抜) 

2ヶ年分（税込） 

※他に『女子体育』購読料 

￥8,000 2ヶ年分（税込） 
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更新登録料 12,000 （同左） （同左） 2ヶ年分（税込） 

※他に『女子体育』購読料 

￥8,000 2ヶ年分（税込） 

 

２）Ｓ級（功労指導員）は、A級指導員として一層の功労が認められる者を 

＜功労指導員＞として推薦の上、認定する。 

※認定を受けるものは、次の費用を納付することとする。 

〇連盟登録料および更新登録料  

A・B・C級と同じく12,000円（6,000円×2ヶ年） 

※公認料は無料 

※他に『女子体育』購読料  ￥8,000 2ヶ年分（税込） 

 

３．機関誌その他の学術刊行物の発行 

１）『女子体育』編集発行                    □『女子体育』編集専門委員会 

 2021年度リニューアルの成果と課題を検討し、2021年度の方針をほぼ継続して取り組む。 

  読者を増やすため、内容の充実を図る他、宣伝の方策も考えていく。 

 

① 刊行   通常号は季刊（年間4回）とする。他に、AJDF-Kobe報告特集号を発刊、合計5回とする。 

春号：4月8日発刊 夏号：7月8日発刊 秋号：10月8日発刊 冬号：1月8日発刊 

AJDF-Kobe報告特集号：11月8日発刊 

② 体裁   B5判。通常号64頁、特集号80頁、横書き。 

③ 購読料   年間購読会費5,800円、新卒4,000円、学生3,800円、JAPEW-DMIL会員4,000円        

       通常号、特集号共に、1冊売りは1,320円（税込） 

④ 刊行方針 ダンス指導について先進的に世に提案していく。これまで同様、しっかりと理論に裏

打ちされた実践的な内容を掲載し、現場の保育者、教師、生涯スポーツの指導者、体

育やダンスを学修する学生の、実践や研究に資する雑誌を目指す。 

⑤ 年間テーマ 「今、ダンスにできること」 

2021年度の年間テーマを継続する。コロナ禍で様々な活動が思うようにできなかっ

た面もあるが、2021年度に積み重ねてきた知見を生かして、2022年度にはさらに実践

と結びつく探究をしていきたいと考える。 

⑥ 各号テーマ 

        ○春号  遊ぶと学ぶ 

        ○夏号  体と向き合う 

        ○秋号  共に創る 

○冬号  ライフステージを彩る 

        ○特集号 第34回全日本高校・大学ダンスフェスティバル(神戸)特集 

   

２）『学術研究』発行                      □学術研究編集委員会 

『（公社）日本女子体育連盟 学術研究』第39巻を刊行する。なお、論文投稿締め切りは８月

末日とする。 
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４．関係諸団体との連携及び国際的な研究交流の推進 

１）全日本高校・大学ダンスフェスティバル(神戸) 

第34回全日本高校・大学ダンスフェスティバル(神戸)34th All Japan Dance Festival-Kobe 

□AJDF-Kobe専門委員会 

期 日    2022年8月10日(水)・11日(木)・12日(金)・13日(土） 

会 場    神戸市／神戸文化ホール・神戸市立中央体育館 

主 催    (公社)日本女子体育連盟、神戸市、神戸市教育委員会 

主 管    第34回全日本高校・大学ダンスフェスティバル(神戸)実行委員会 

後 援(予定) スポーツ庁、NHK (日本放送協会）、(公財）日本スポーツ協会、 

(公財）全国高等学校体育連盟、全国高等学校長協会、兵庫県、 

兵庫県教育委員会、(公財)神戸市スポーツ教育協会、(公財)ミズノスポーツ振興財団 

協 賛(予定) (株）日本旅行神戸支店、ミズノ株式会社 

内 容    ①開会式（限定オンライン配信） 

②創作コンクール部門 (高校／予選（2日間開催）・決選、大学／予選・決選) 

＊予選・決選 オンライン同時配信を予定 

③参加発表部門 ＊オンライン同時配信を予定 

④表彰式・特別プログラム(創作コンクール部門高校・大学受賞作品） 

 ＊特別プログラムは大ホールにて1回公演 有料 全席指定 

表 彰    文部科学大臣賞、ＮＨＫ賞、日本女子体育連盟会長賞、神戸市長賞(以上、高大各

1）、特別賞（高大各4）、奨励賞（高大各1）、審査員賞（高3（予定）、大1）、 

準入賞(高4）  

その他  参加申込要項等は大会HPに掲載 

大会詳細は『女子体育』報告特集号に報告 

 

２）国際的な研究交流事業                       □国際交流専門委員会 

① 国外の体育・スポーツ・ダンス推進団体との連携、情報交流 

○ 国際女子体育連盟（IAPESGW）との連携 

⚫ JAPEW HP「国際情報」より、国際女子体育連盟（IAPESGW）ニューズレターを始め、

CID（International Dance Council  国際ダンス協議会）、IWG（International Working 

Group on Women and Sports 女性とスポーツの国際ワーキンググループ）を中心とした海外

における国際的な女性と体育・スポーツ・ダンス関連の情報配信。 

② 国際交流企画 国際会議に向けた研修会の開催 

○ 様々な国際会議の参加促進のため、昨年度に続き、JAPEW会員の関心を高め、国内の研究者、

大学院生の研究発表・参加につなげることを目的とする。 

     第3回研修会 

期 日 2022年8月20日（土） 

会 場 オンライン研修 

講 師 西条正樹（びわこ成蹊スポーツ大学） 

主 催 （公社）日本女子体育連盟 
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内 容 国際会議での研究発表に向け、英文でのアブストラクトやプレゼンテーションについての

講義を行う。また、参加者の英語要旨に対して意見交換や助言指導を行い、研究発表を促進し、内

容を洗練させる機会とする。 

   ③ （公社）日本女子体育連盟の活動情報の国外への発信 

○ ホームページのイングリッシュガイドの情報を更新。 

○ IAPESGWから配信される情報の国内配信、連盟の活動をIAPESGW News Letterへ投稿。 

   ④ 日本国内にある異文化グループや国際交流グループとの連携事業についての検討 

○ 学校や地域において、体育・スポーツ・ダンスを通した異文化交流が推進できる方法を提案できる

よう、情報収集をする。 

 

 

５．研究の奨励及び研究業績の表彰 

１）「JAPEW賞」顕彰                    □JAPEW賞選考委員会（会長） 

①JAPEW松本千代榮賞 

趣旨 長年にわたり我が国における体育・スポーツの普及振興と本連盟の発展に貢献し、生涯に

わたる女子体育に関する研究と実践に顕著な功績が認められる女性体育指導者並びに女性

研究者に対して、その功績を称え表彰する。本賞は（公社）日本女子体育連盟（以下、本

連盟）を長きにわたり牽引された松本千代榮氏の特段な功績を称え、創立 60周年を期に

制定した。 

選考 本連盟会長及び顧問により推薦された候補者について、JAPEW松本千代榮賞選考委員会に

おいて審議し選考する。 

②JAPEW功労賞 

趣旨 我が国の体育・スポーツの普及・振興にあたり、特に貢献が顕著と認められる女性体育指

導者並びに女性研究者に対して、表彰をもってその功労に報いることを目的とする。 

選考 本連盟会長及び加盟団体より推薦された候補者についてJAPEW功労賞選考委員会にお

いて審議し選考する。 

③JAPEW指導者賞 

趣旨 体育・スポーツの指導を通して功績をあげ、学校体育及び生涯スポーツの振興・普

及に貢献した我が国の女性体育指導者を表彰するとともに、優秀な女性体育指導者

の育成を図ることを目的とする。 

選考 本連盟会長および加盟団体より推薦された候補者に対して、JAPEW指導者賞選考

委員会において審議し選考する。 

④JAPEW研究奨励賞 

趣旨 体育・スポーツに関する研究において優れた成果をあげた論文及び著書とその女性

研究者（個人またはグループ）を表彰するとともに、優秀な女性研究者の育成を図

ることを目的とする。 

選考 本連盟理事より推薦された候補論文及び著書とその女性研究者について、JAPEW研究

奨励賞選考委員会において審議し選考する。 
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※推薦書の提出 JAPEW各賞候補者の推薦書については、所定の書式に基づき、連盟事務局ま

でメールで送付及び郵送のこと。 

２）表彰および表彰者の公表について  
表彰者氏名は、機関誌『女子体育』誌上及びホームページにて公表する。表彰者には、全

国大会開会式において、表彰状と副賞を授与し、顕彰する。 

 

６．その他 

広報・普及活動                            □広報・普及委員会 

①各加盟団体とのIT化の推進 

事務手続き効率化のため、各加盟団体間でIT化を一層推進する。 

②『女子体育』購読促進活動・会員増員のための活動 

研修事業での新規（新卒学生含む）及び継続会員獲得、並びに購読期限切れ会員への対応

を行う（事務局・総務・編集委員会との連携）。  

③ホームページの内容充実及び開示情報の更新 

・各事業と関連し、情報発信の敏速性とHPの充実をはかる。 

・サマーセミナーおよび未来世代の研究発表会のエントリーをHP上で行う。 

・事業報告、事業計画、財務諸表（決算書・予算書等）の情報を公開する。 

・各県情報のＨＰ化／各県教委等、他団体との相互リンクを充実させる。 

④『（公社）日本女子体育連盟 学術研究』の電子化 

『（公社）日本女子体育連盟 学術研究』第38巻を電子ジャーナルとしてJ-STAGEに公 

開する。 

⑤ JAPEW事業に関連する動画の制作と公開 

    ・全国大会で使用する映像（JAPEW賞受賞者、振り返りなど）の制作と公開を行う。 

    ・JAPEW総会用の資料として、年間事業を取りまとめた動画の制作と公開を行う。 

 ⑥JAPEWに関連する公式SNSの管理 

    JAPEWの活動内容を迅速に伝える為のSNS（Facebook、Twitter等）に関する管理を行う。 

 


